
 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

発達段階 Ⅰ 就学前教育【児童前期】 
Ⅱ 小学校教育【児童期】  

低学年 中学年 

観点 項目 指導上の留意点 

Ａ 

自
分
へ
の
気
付
き 

自
分
の
こ
と
を
肯
定
的
に
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

１ 活動を評価し、その

子自身を認めます。 

○自分の思いで取り組んでいたり、

できるようになったり、新しいこ

とにチャレンジしたりしているこ

とを評価します。 

○自分のことは自分で行っていたり

、自分でやろうと決めて行動した

りしていることを評価します。 

 

○新しくできるようになったこと

があったり、繰り返し努力した

り、工夫したりしていることを

評価します。 

２ 活動を自己決定さ

せます。 
○自分から遊びや仕事を選んで取り

組めるようにします。 

 

○自分で考えたことを表現しながら

、活動を選んで実行できるように

します。 

○自分の得意なことを生かせる場

を考え、選んで取り組めるよう

にします。 

３ 活動のルールや目

標をもたせます 

○生活の仕方等のきまりを守って行

動できるようにします。 
○学校のきまりを守って行動できる

ようにします。 

○学級で考えたきまりを守って行

動できるようにします。 

Ｂ 

自
分
の
役
割 

自
分
が
周
り
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と

に
気
付
か
せ
ま
す
。 

１ 自分が周りの人の

役に立っていること

を実感させます。 

○保護者や教師等、周りの人のため

になった行動に気付かせます。 

 

○班等の友達のための活動を考え、

実行できたことを気付かせます。 

 

○学級の友達等のためにできる

ことや頑張れることを考え、実

行できたことを気付かせます。

２ 自分の力でできる

ことがあることに気

付かせます。 

○片付けや準備等、自分でできるこ

とを最後まで行わせます。 

○家族や学級内の中で自分ができる

ことを考えて実行させます。 

○学級のためにできることを考え

、工夫して取り組ませます。 

３ 周りの人からの肯

定的な評価を受る場

を設定します。 

○遊んだことや考えたことをみんな

の前で紹介し、友達から認められ

るようにします。 

○グループ活動等の中で、互いのよ

さを認め合えるようにします。 

○学級等の活動の中で、互いの得

意なことや好きなことを認め合

えるようにします。 

Ｃ 

自
分
の
個
性
と
多
様
な
価
値
観

自
分
の
よ
さ
や
同
じ
事
柄
に
対

し
て
多
様
な
考
え
方
が
あ
る
こ

と
に
気
付
か
せ
ま
す
。 

１ 自分の考えを大切

にさせます 
○自分でやりたい遊びを選び、自分

のよさを発揮できるようにします

。 

○自分には、得意なことやよいとこ

ろがあることに気付かせるととも

に、自分の考えを大事にできるよ

うにします。 

○得意なことを発揮させるととも

に、頑張ったことや考え方等、

自分の方法を大事にできるよう

にします。 

２ 考え方や行動の多

様性を理解させます。 

○同じ遊びでもやりたい子とやりた

くない子がいることに気付かせま

す。 

○同じ事柄に対して、様々な考え方

があることに気付かせます。 

○やりたいことや好きなことは一

人一人違うことに気付かせます

。 

Ｄ 

他
者
と
の
か
か
わ
り
と
感
謝

周
り
の
存
在
の
大
切
さ
に
気
付
か

せ
ま
す
。 

１ グループで話し合

ったり活動したりし

て、多様なかかわりを

経験させます。 

○友達等がいることで、活動が楽し

くなったり新しいことを見付けた

りできることに気付かせます。 

○友達等がいることで、仲良くでき

たり、楽しい学級生活を送れたり

することに気付かせます。 

○友達等と協力し合うことで、楽

しく学級生活を送れることに気

付かせます。 

２ 周りの人に支えら

れていることを実感

させます。 

○友達等と共に活動し、遊び方を工

夫したり、ルールを決めたりして

、人との多様なかかわりができる

ようにします。 

○多様なグループや学級の仲間と一

緒に活動できるようにします。 

○多様な集団の中で、自分たちで

きまりを決め、すすんで守りな

がら活動できるようにします。

Ｅ
自
分
の
可
能
性 

行
動
の
達
成
感
や
努
力
の
過
程
を
認
め
、
や

れ
ば
で
き
る
と
い
う
気
持
ち
を
高
め
ま
す
。 

１ できたことやその

過程を認め、達成感や

充実感を味わわせま

す 

○一人でできたことや友達にしてあ

げたことに気付かせます。 

○できるようになったことや一生懸

命取り組んでいることに気付かせ

ます。 

○繰り返し努力して、困難を克服

したことに気付かせます。 

２ 否定的な面に対す

る気持ちを切りえさ

せます 

○失敗しても頑張っていることを評

価します。 

○失敗してもくよくよせずに取り組

んでいることを評価します。 

○失敗を恐れずに取り組んでいる

ことを評価します。 

３ 困っていること等

は他者もあることに

気付かせます。 

○やりたいこと等を我慢することは

、他の子も同じであることに気付

かせます。 

○友達も同様に、頑張っていること

に気付かせます。 

○係等の集団活動で、得意な子も

苦手な子も一生懸命努力してい

ることに気付かせます。 

指導モデルは、「自尊感情を高めるための発達段階に応じた指導上の留意点」及び検証授業を基に、学習（保

育）において配慮する指導・援助の例を示したものである。 

各幼稚園・学校では、各教科・領域等の指導において、学習（保育）内容やねらいに応じて、幼児・児童・生

徒のよさが現れるような学習活動や指導・援助等を工夫していくことが重要である。その際、教員の姿勢として、

子供の現実の在り方を認め、受け入れ、信頼すること、子供たちに目標や課題、役割、手順等を選択させ、達成

感を味わわせること、子供たちの課題達成の可能性について期待をもって指導することが大切である。  

 自尊感情を高めるための指導・援助の視点として、「多様な学習課題や目標」「肯定的な評価」「活動の見通し」

「活動を選択・決定」「自己判断、行動」「グループ活動（小集団協同学習、異年齢集団活動）」「役割の遂行」 

等を踏まえて、学習（保育）を展開することが望ましい。 

  

 

展開 学習活動・学習内容 ○指導上の留意点 自尊感情を高めるための留意点 

導 

入 

１ 切り出し刀の使い

方、浮き彫りの技法の

重点を確認する。 

 

 

２ 各グループで実際に

彫刻刀の使い方を確認

し、アドバイスし合う。

 

○ 技法や道具の使い方を、各 

グループで確認させる。 

 

 

 

○ 道具の使い方や考え方等 

を肯定的にとらえて、互いに 

アドバイスさせる。 

 

 

 

 

 

 

＊ グループ学習では互いの活動を肯

定的にとらえて取り組ませる。 

＊ グループ学習での発言に責任をも

たせ、相手にアドバイスできるよう

にさせる。 

＊ グループ学習では、互いの作品や

道具の使い方について肯定的に認め

させる。 

展 

開 

３ 個人制作 

文字と物の重なり以

外の周囲を彫る。 

 

 

 

 

 

 

 

○ グループ学習で確認した 

道具の使い方や技法上の重 

点を意識させながら、取り組 

ませる。 

 

○ 各グループの中で正しく 

道具を使い、彫り方を理解し

ながら取り組んでいる生徒

を紹介し、周りの生徒にその

よさを確認させる。  

＊ グループ学習で確認した内容を目

標にして自己の制作に取り組ませ、

できるようになった点を確認させ 

る。 

 

 

＊ 各グループにリーダーをおき、グ

ループ全員で技能や表現力の高まり

を確認させる。 

ま
と
め 

４ 本時の学習を振り返

り、ワークシートに自

己の課題、次時の目標

等を記入する。 

○ 自己の取組について肯定

的にとらえさせ、自己評価を

行わせる。 

＊ ワークシートに毎時間の自己の制

作における目標や課題を記入させ、

自己の制作について今後の方向性を

明確にさせて、展望をもたせる。 

 

Ⅲ 幼児・児童・生徒の自尊感情を高めるための指導モデルの作成 

Ⅰ 就学前教育【児童前期】 
  活動の中で自分を見付けさせる指導 
Ⅱ 小学校教育【児童期】 
  低学年：相手とのかかわりの中で、自分の存在に気付かせる指導 
  中学年：小集団や学級内で自分ができることに気付かせる指導 
  高学年：集団の中での自分の役割や存在感を感じさせる指導 
Ⅲ 中学校教育【思春期】 
  多様な考え方の受容と自分の個性の価値を理解させる指導 
Ⅳ 高等学校教育【青年期】 
  自己を見つめ、社会生活における適性を確認させる指導 

４ 自尊感情を高めるための発達段階に応じた指導上の留意点 

自尊感情を高めるための発達段階に応じた指導上の留意点（抜粋） 

自尊感情を高めるための指導モデル（例：中学校第１学年 美術科） ※３観点活用 

＜発達段階の特徴を踏まえた指

導・援助＞ 

 基礎研究で明らかになった発達

段階の特徴及び「人権教育プログ

ラム（学校教育編）東京都教育委

員会」等の資料を参考に、発達段

階に応じて右表のような指導・援

助が必要であると考えた。 

－24－ 

指導上の留意点 

※指導・援助において、幼児・児童・生徒が

実感したり、できたりするよう、内容や方法、

形態等を工夫することが大切です。 

自尊感情を高めるための５観点及び発達段階の特徴、指導方針を基に「幼児・児童・生徒の自尊感情を高める

ための発達段階に応じた指導上の留意点」を作成した。自尊感情を高めるための５観点は、指導・援助の重点と

して２～３項目程度にしぼっても十分効果がある。 

発達段階【○○期】 

各観点を踏まえ

た留意項目 

自尊感情を高めるための

５観点 

－23－ 

Ｂ－３：周り

の人からの

肯定的な評

価を受ける

場を設定し

ます。 

Ｂ－２：自分

の力ででき

ることがあ

ることに気

付かせます。

Ａ－２：活動

を自己決定

させます。 

Ｅ－１：でき

たことやそ

の過程を認

め、達成感や

充実感を味

わわせます。

Ｂ－１：自分

が周りの人

の役に立っ

ていること

を実感させ

ます。 

Ａ－２：活動

を自己決定

させます。

Ａ－３：活動

のルールや

目標をもた

せます。


